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遠藤 議 長

検
討
課
題
を
本
格
議
論

獣
鎌
難

新
登
録
の
チ
ー
ム
も

長
＝
丹
保
憲
仁
北
海
道
大
学
名

誉
教
授
）
を
開
き
、

基
本
戦
略

の
検
討
で
の
実
質
的
な
議
論
に

入

っ
た
。

同
機
構
執
行
審
議
会
議
長
の

遠
藤
武
彦
元
農
水
相
が
冒
頭
挨

拶
。

「世
界
的
に
も
水
問
題
は

安
閑
と
し
て
い
ら
れ
な
い
。

そ

の
解
決
の
た
め
日
本
が
世
界
に

向
け
プ
レ
ゼ
ン
ス
す
る
に
は
、

間
口
広
く
奥
行
き
の
あ
る
戦
略

的
概
念
を
固
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

そ
の
た
め
に
戦
略
機
構

を
立
ち
上
げ
た
が
、

幸
い
２２
年

度
の

（水
関
係
の
）
予
算
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
予
算
と
な
り
そ

う
だ
。

わ
れ
わ
れ
政
治
家
は
そ

う
し
た
側
面
か
ら
努
力
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、

中
川

昭

一
前
財
務
大
臣
も
か
け
つ
け

挨
拶
し
た
。

事
務
局
が
技
術
普
及
委
員
会

・
分
野
連
携
委
員
会
や

「チ
ー

ム
水

。
日
本
」
の
活
動
を
報
告

し
た
後
、

食
料
と
水
に
つ
い
て

の
話
題
提
供
と
し
て
、

２
人
の

委
員
が
講
演
。

特
別
委
員
の
生

源
寺
員

一
東
京
大
学
大
学
院
教

授

・
農
学
生
命
科
学
研
究
科
長

は
世
界
の
食
料
事
情
に

つ
い

て
、

食
料
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
説
明
し
た
。

発
展
途
上
国
、

先
進
工
業
国
で
の
問
題
と
別

に
、

水
と
同
様
に
国
内
の
食
料

安
全
保
障
に
も
配
慮
が
必
要
と

し
た
。

執
行
審
議
会
委
員
の
中
村
良

太
国
際
濯
概
排
水
委
員
会
名
誉

副
会
長
は
、

「
ロ
ー

テ
ク
の
中

の
ハ
イ
テ
ク
」
と
し
て
、

農
業

用
水
の
管
理
技
術
に
つ
い
て
話

し
た
。

水
路
が
開
水
路
で
あ
る
、

需
要
が
不
確
定
に
変
動
す
る
な

ど
農
業
用
水
の
特
徴
を
挙
げ
、

水
利
組
合
の
発
達
な
ど
日
本
で

の
対
処
を
説
明
し
た
。

講
演
の

後
、

委
員
ら
は
食
糧
自
給
率
の

向
上
や
水
利
権
の
変
更
な
ど
に

関
し
発
言
。

「農
業
用
水
抜
き

に
水
は
語
れ
な
い
」
と
議
論
し

た
。続

い
て
第
１
回
基
本
戦
略
委

員
会
で
上
が

っ
て
い
た
検
討
課

題
、

２‐
世
紀
文
明
を
見
据
え
た

水
シ
ス
テ
ム
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
―
―
を
巡

っ
て
討
論
し
た
。

「‐９
世
紀
に
て
き
た
水
道
シ

ス
テ
ム
が
２２
世
紀
に
も
通
用
す

る
と
は
限
ら
な
い
。

高
度
浄
水

が
非
効
率
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
も
議
論
の
突
破
日
と
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
丹

保
委
員
長
）
、

「国
内
の
水
間

題
と
国
際
貢
献
の
問
題
が
混
在

し
て
い
る
。

ま
た
、

５０
年
程
度

の
ス
パ
ン
と
１
０
０
年
以
上
の

長
期
の
ス
パ
ン
の
視
点
で
も
議

論
が
混
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら

は
有
機
的
に
つ
な
が

っ
て
く
る

が
、

て
い
ね
い
に
分
解
し
議
論

を
整
理
し
な
け
れ
ば
」

（
竹
村

公
太
郎
委
員
）
、

「水
関
係
の

情
報
が
共
有
化
さ
れ
て
い
な

い
。

水
の
情
報
管
理
で
世
界
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
に
乗
り
出
し
て
き

た
の
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
」

（吉
村
和
就

同
機
構
技
術
普
及
委
員
長
）
な

ど
多
角
的
に
意
見
が
出
さ
れ

た
。行

動
チ
ー
ム
の
活
動
状
況
と

し
て
水
科
学
技
術
基
本
計
画
戦

皓
チ
ー
ム
に
よ
る

「水
分
野
に

お
け
る
こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術

研
究
開
発
推
進
の
方
向
に
つ
い

て
」
の
中
間
と
り
ま
と
め
が
報

告
さ
れ
た
。

同
チ
ー
ム
は
関
係

９
省
庁
と
学
識
者
等
を
メ
ン
バ

ー
と
す
る
チ
ー
ム
。

報
告
で
は

重
要
な
研
究
開
発
課
題
と
し

て
、

特
に

「安
全

。
安
心
な
水

管
理

・
水
供
給

・
水
処
理
に
向

け
た
流
域
管
理
技
術
の
高
度

化
」

「水
災
害
リ
ス
ク
軽
減
に

向
け
た
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技

術

・
予
測
技
術
の
精
級
化
」
を

挙
げ
た
。

新
た
に
登
録
し
た
行
動
チ
ー

ム
が
紹
介
さ
れ
、

担
当
者
が
行

動
内
容
や
課
題
を
説
明
し
た
。

新
登
録
し
た
チ
ー
ム
は
次
の
通

ゐソ
。▽

汚
水

（生
活
排
水
）
オ
ン

サ
イ
ト
処
理
シ
ス
テ
ム
普
及
▽

水
の
安
全
性
向
上
国
際
プ
ロ
グ

ラ
ム
▽
水
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

地
方
再
生
▽
湖
沼
、

ダ
ム
、

物

質
循
環

中川元 財務相

水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
は

‐７
日
、

東
京

・
文
京
区
の
中
央

大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
で
第

２
回
基
本
戦
略
委
員
会

（委
員

曜境工学と私的40冨
今
年
３
月
で
東
京
大
学
を

退
官
し
た
大
垣
真

一
郎
教
授

の
退
職
記
念
講
演
会

（
最
終

講
義
）
が
７
月
１８
日
、

東
京

大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
武
田

ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
。

大
垣

教
授
は
定
年
よ
り
１
年
早
く

東
大
を
退
職
し
、

４
月
１
日

か
ら
独
立
行
政
法
人
国
立
環

境
研
究
所
理
事
長
に
就
任
し

て
い
る
。

門
下
生
を
は
じ
め
水
道
関

係
者
が
多
数
集
ま

っ
た
中
、

滝
沢
智
教
授
が
大
垣
教
授
を

紹
介
し
た
の
ち
、

大
垣
教
授

は
学
究
生
活
と
私
的
な
４０
年

を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、

こ

れ
ま
で
の
研
究
を
披
露
し
た
。

大
垣
教
授
が
東
大
大
学
院

博
士
課
程
を
修
了
し
た
年
、

国
立
環
境
研
究
所
の
前
身
、

国
立
公
害
研
究
所
が
発
足
。

奇
し
く
も
大
学
教
員
生
活
の

歩
み
が
同
研
究
所
と
の
巡
り

合
わ
せ
と

一
致
し
て
い
る
。

修
士

・
博
士
論
文
は

「固

液
混
相
流
に
関
す
る
研
究
」
。

濁

っ
た
水
の
方
が
、

ダ
ム
の

雪
融
け
水
の
よ
う
に
た
く
さ

ん
流
れ
る
と
い
う
も
の
。

初
の
国
際
会
議
で
の
発
表

は

「順
序
統
計
に
よ
る
河
川

水
質
評
価
」
。

初
の
英
語
論

文
は

「河
川
自
浄
作
用
解
析

の
た
め
の
実
験
的
研
究
」
で
、

連
続
攪
拌
槽
に
お
け
る
河
川

付
着
微
生
物
膜
の
増
殖
を
研

究
し
た
。

錮
勤
詔

大垣員一郎教授が退職記念講演

て
、

東
大
の
教
授
に
就
任
し
、

活
性
炭
と
膜
の
バ
イ
ブ
リ
ッ

ド
処
理
、

紫
外
線
消
毒
を
巡

る
工
学
の
研
究
を
始
め
る
。

大
垣
教
授
は
、

自
ら
の
研

究
業
績
を
振
り
返
り
な
が

ら
、

環
境
工
学
を

「人
間
が

人
間
ら
し
く
生
活
を
送
れ
る

社
会
を
築
く
た
め
の
も
の
」

と
、

こ
の
日
の
テ
ー

マ
で
も

あ
る

「自
然

・
社
会
と
対
話

す
る

工
学
～
都
市
環
境

工

学
」
を
説
い
た
。

講
演
後
、

東
大
名
誉
教
授

に
腰
一ピ

丹保委 員長


